
 
 

２０２３年度 

「正会員に対する活動助成」活動報告書 

 

団体名 公益社団法人 大阪社会福祉士会 

■活動報告の詳細 

活動名称 
 

入会促進に向けた情報発信事業 

活動の目的 

 

当会では、ホームページのリニューアルに向けての対応が非常に遅れて

いることで、情報発信のツールとしてうまく活用できておらず、必要な情

報が得にくいことや、当会活動が見えにくいことから、せっかく入会いた

だいても、入会したメリットを感じにくく、退会に繋がってしまう。また、

若年層の入会を促進していくにあたっても、課題となっている。 

このような状況を改善していくために、ホームページをリニューアルし、

会員の皆様に当会活動の見える化を行い、気軽に情報収集が出来る環境を

作ること。また、若年層の入会を促進するために、SNSとの連携を図り、ホ

ームページだけでなく、様々な情報ツールから情報を取得できるような環

境を作っていくことが必要であると考えられる。 

 

 

実施した活動の内容 

 

会議・研修会・イベン

ト等の開催日時、場所、

参加者数等の活動内容

の詳細を記入 

※別添（様式自由）に

て提出可 

① ホームページのリニューアルを業者に委託。 

2022年の行った入会促進キャンペーンでの若手会員の声や要望などをベー

スにホームページのリニューアルの主旨を伝え、業者にアウトラインを委

託。定期的に成果物の確認と相談を行った。 

 

② ホームページリニューアルにあたり、会議を開催 

ホームページリニューアルにあたり、各支部より担当者を立ててもらい、

オンラインにて会議を開催（R6.3.11）。現在考えている変更点について情

報共有をした後、現状のホームページの課題や改善するべき点について意

見交換を行った。今後定期的に会議開催を行い、内容を検討していくこと

となっている。 

 

活動の成果 

① スマホからもアクセスでき量になったことで、気軽に声かけをしてみて 

もらうことができるようになり、会活動を知る機会が広がった。 

 

② ホームページの更新業務を業者に委託。 

ホームページの更新業務を業者に委託し、会員によるホームページの活用

方法のイメージが見えてきている。このことにより、2024年度は定期的に

ホームページ検討委員会を行うことになった。 

 

③ ホームページリニューアルにあたり、会議を開催 

ホームページリニューアルにあたり、各支部より担当者を挙げたことで

様々な意見を会員から吸い上げることができる場を設けることができ、よ

りよいホームページリニューアルにつなげることが出来る仕組みが出来

た。 



 
 

活動実施を 

   通じての課題 

実施していく中で、見

えてきた活動遂行にお

ける課題 

1、単にホームページのリニューアルやスマホ対応にすればいいというので

はない。入会促進や退会抑制はいろいろな取り組みをしてはじめて相乗効

果が生まれる。昨年から社会福祉士国家試験の合格率が上がり、今回は 58%

になった。たまたまかもしれないが、大阪社会福祉士会への入会が例年以

上に増加している。若い層の会員が増加し、口コミで他の社会福祉士に声

かけをするツールとして、ホームページは非常に重要である。しかし、そ

ういった若い層に興味を持ってもらえる取り組みを企画・募集していなけ

ればただのツールとして終わってしまう。2023年度に入会促進プロジェク

トで会員アンケートやそれに伴うシンポジウムなどを実施したことを踏ま

えて、引き続き検討していかなければならない。 

活動の実施状況・実施

結果に関する情報の公

開 

 

あてはまるものにチェ

ックと内容詳細を記入

ください 

※貴法人のホームページでの公表は必須となります。 
 

情報の公開方法（複数選択可） 

 

☑広報誌・会報誌等で公開 

（会報にて周知し、ホームページのリニューアルをもって公表と

します ） 

 

□その他  

（                            ） 
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